
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

江戸時代に 77万石の大藩だった島津家に

伝わる「薩摩の教え・男の順序」という

ものがあります。一、何かに挑戦し、成

功した者。二、何かに挑戦し、失敗した

者。三、自ら挑戦しなかったが、挑戦し

た人の手助けをした者。四、何もしなか

った者。五、何もせず批判だけしている

者。挑戦し続ける人生でありたいですね。 

税理士法人早川・平会計 

〒101-0048  

東京都千代田区神田司町２－１０安和司町ビル２階 

電話：03-3254-2171 ＦＡＸ：03-3254-2174 

http://www.ht-tax.com 

mail：y.taira@ht-tax.com 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【
株
の
配
当
金
や
譲
渡
益
の
税
金
は
ど
う
な
る
の
？
】 

 

個
人
が
上
場
株
式
な
ど
を
保
有
・
譲
渡
し
た
場
合
の
お
話
で
す
。

株
式
な
ど
を
保
有
し
て
配
当
金
が
、
ま
た
は
譲
渡
を
し
て
譲
渡
益

が
あ
っ
た
場
合
な
ど
に
は 

税
金
が
か
か
り
ま
す
。 

株
式
取
引
を
す
る
口
座
に
は
「
一
般 

口
座
」
や
「
特
定
口
座
」
な
ど
が
あ 

り
、
一
般
口
座
は
自
分
で
年
間
の
譲 

渡
損
益
を
計
算
し
て
確
定
申
告
を
行 

い
ま
す
。
特
定
口
座
に
は
「
源
泉
徴 

収
口
座
」
と
「
簡
易
申
告
口
座
」
が 

あ
り
、
源
泉
徴
収
口
座
で
は
金
融
商
品
取
引
業
者
等
（
証
券
会
社

な
ど
）
が
年
間
の
譲
渡
損
益
等
を
計
算
し
て
源
泉
徴
収
す
る
た
め

原
則
、
確
定
申
告
は
不
要
に
な
り
ま
す
。
源
泉
徴
収
税
率
は
、
所

得
税
・
復
興
特
別
所
得
税
１
５
．
３
１
５
％
に
住
民
税
５
％
の
合

計
２
０
．
３
１
５
％
と
な
り
ま
す
。
簡
易
申
告
口
座
は
、
金
融
商

品
取
引
業
者
等
が
年
間
の
譲
渡
損
益
を
計
算
し
て
く
れ
ま
す
が
、

確
定
申
告
は
自
分
で
行
い
ま
す
。
譲
渡
し
た
株
に
損
失
が
生
じ
た

場
合
は
確
定
申
告
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
３
年
間
損
失
を
繰
り
越

せ
て
翌
年
以
降
の
譲
渡
益
と
損
益
通
算
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

平
成
二
十
六
年
よ
り
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
（
少
額
投
資
非
課
税
制
度
）
が
ス

タ
ー
ト
し
て
お
り
、
現
在
で
は
年
間
１
２
０
万
円
（
最
大
非
課
税

投
資
総
額
１
２
０
万
円×

５
年
間
）
を
上
限
と
し
て
非
課
税
投
資

枠
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
非
課
税
口
座
（
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
口
座
）

を
利
用
す
る
と
、
上
場
株
式
な
ど
の
配
当
金
や
譲
渡
益
が
非
課
税

に
な
り
ま
す
。
な
お
、
平
成
二
十
八
年
四
月
か
ら
は
２
０
歳
未
満

を
対
象
と
し
た
ジ
ュ
ニ
ア
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
制
度
（
年
間
上
限
額
８
０
万

円
）
も
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。 

【ＩｏＴの力で進化する！「置き弁」】 

置き弁とは職場にチルド弁当をストックし、食べた分だけ支払う簡易的な社内食堂の

サービスです。外食よりも割安で昼休みを有効に使えると、主に大手企業で定着して

います。その置き弁が進化の兆しです。スマートフォンと連動し、冷蔵庫のロック解

除や注文から支払いまでをその操作ひとつで完結、企業側の代金回収の負担も減らし

ます。将来的には栄養管理やメニュー提案なども考えているようで、ランチ難民の救

世主がＩｏＴの力でどう変貌を遂げるか注目です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【大きな石から入れる】 

 

何らかの問題が起こるとき、原因のほとんどは「優先順位」にあ

るそうです。誰を、何を、どの状況を、どのタイミングを優先す

るかで経過が変わり当然、結果も変わります。思い出してみてく

ださい。人間関係のこじれも仕事上のミスも優先順位を間違えな

ければ避けられたものが多かったのではないでしょうか。経営は

シミュレーションに始まりシミュレーションに終わるといわれま

すが、シミュレーションとは要するに優先順位の付け方です。 

優先順位の考え方として有名なエピソ 

ードがあります。ある大学の授業での 

こと。教授が大きなつぼに石を詰め、 

つぼが石でいっぱいになると学生に聞 

きました。「このつぼはいっぱいになっ 

ただろうか？」。学生たちは「はい」と

答えますが、教授は「本当に？」と言って砂利を取り出し、つぼ

の中に流し込んで石と石の間を埋めました。そして学生に尋ねま

す。「このつぼはいっぱいか？」「いいえ、違うと思います」。教授

は次に砂を取り出してつぼに流し込み「このつぼはいっぱいか？」

「いいえ」と同じやり取りを繰り返した後、さらに水の入ったバ

ケツを取り出しました。つぼの縁まで水を注いだ教授は、学生に

最後の問いを投げかけます。「私が何を言いたいか分かるだろう

か？」。皆さんは教授の意図を理解できたでしょうか。どんなに予

定がいっぱいでも努力すればもっと予定を詰められる。これは学

生の答えと同じですが、教授の言わんとすることとは違います。

教授いわく「大きな石を先に入れないと、あとから入れようとし

ても入らない」。つまり、物事には優先順位があると教授は言いた

かったのです。 

「大きな石」とは自分の一番大事なもの。大きな石を最優先しな

いで砂や砂利から手を付けると、一番大事なものにかける時間が

どんどん減ってしまいます。商売というつぼにあなたは何から入

れますか。このつぼが人生そのものなら、あなたにとっての「大

きな石」は何ですか。商売も人生も優先順位を意識すると、きっ

と質の良いものとなるでしょう。 

【みかづき】 
世代にわたり塾を経営した家族の
物語です。昭和３６年、珍しかった
塾を立ち上げた親世代。ベビーブ 

ームと経済成長を 
背景に発展した子 
世代。塾に通えない 
子どもを助けよう 
とする孫世代。 
読み終えたときタ 
イトルの意味が心 
に響きます。 

チャンスをつかめそう

でも詰めが甘く、波乱

の暗示も。結果を焦ら

ずに粘り強く努力を続

けることが開運の鍵！ 

企画やアイデアが評価

されレベルアップが見

込める運勢です。尻込

みせずに全力を尽くせ

ば昇進のキッカケも！ 

空回りしやすい今月は

多忙の割に成果は伴わ

ないようです。周囲と

の調和を心掛けて現状

維持に努めましょう。 

何事にもじっくり腰を

据えて取り組むのに良

い運勢。また人脈にも

恵まれるため情報収集

に力を入れましょう。 


